










る「User and Open Innovation Workshop」の
参加者は年々増え続け，毎年 80 近い研究発表
が行われる盛況ぶりである。参加者も Eric von 



























も 続 い て い る（Arrow, 1962：Tushman and 
Anderson, 1986：Henderson and Clark,1990：








Hippel, 1976, 1978, 1988, 2005：Shaw, 1985：












































































































































































（von Hippel, 1987：Harhoff, Henkel and von 
Hippel, 2003：水野・小川 , 2004：Henkel and 

















































































で あ る（Kings and Schrader, 1990：Schrader, 
1991：Collins, 2001：水野，2002：末松，2002：
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たちへの「恩返し」という動機でも OSS 開発
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 注
1 ） ここでいうユーザーとは，ある製品の使い手とい
う意味であり，消費者（consumer）のことだけ
ユーザーイノベーションの可能性
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を意味しているのではない。よってユーザーは個
人の場合もあり得るし，企業や組織である場合
も考えられる。例えばトヨタ自動車はメーカーで
あるが，自動車を作るための生産機械については
ユーザーである。彼らが生産機械を自分たちで
イノベーションすれば，それはユーザーイノベー
ションということになる。
2 ） 他にも学術研究ではないが，デジタルカメラの開
発過程で競合企業の技術者が，技術情報や開発の
進捗状況をインフォーマルに公開していたことが
あったと言われている（NHK「プロジェクト X」
制作班，2002）。
3 ） 例えばあるソフトウエアに不具合があったとしよ
う。しかしその原因は常にソフトウエアのバグに
起因するものとは限らない。それをインストール
しているパソコンや基本ソフトに原因があるのか
もしれないし，プリンタなど接続している周辺機
器から生まれた問題なのかもしれない。
ユーザーイノベーションの可能性
Page:11無断転載禁止　
